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１．対象地域の状況



九重町

玖珠町

日田市

熊本県

中津市

福岡県

竹田市

由布市

宮崎県

宇佐市

別府市

日出町

杵築市

豊後高田市

国東市

豊後大野市

大分市

津久見市

臼杵市

佐伯市

〇一般国道２１０号は、久留米市を起点に日田市や由布市を経由し、大分市に至る延長約１３０㎞の
主要幹線道路である。

〇このうち、横瀬地区は大分市の西部に位置し、大分市と由布市などの周辺都市を連絡する区間で
あるが、大分市方面からは４車線から２車線への車線減少区間となっている。

対象地域の状況

１．一般国道２１０号横瀬地区の概要
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２

〇大分県全体の人口が伸び悩むなか、大分市および旧挾間町の人口は年々増加している。

〇特に、横瀬地区が位置する大分市西南部では、国道周辺の住宅団地の整備等により、人口増加
が著しい状況。

対象地域の状況

２．地域・人口

※大分市西南部は、稙田支所・大南
支所を計上
旧野津原町・旧佐賀関町は除く

※旧挾間町は、由布市挾間町を計上

資料：大分市；大分市統計年鑑
大分県・由布市；国勢調査

（H26は各市町村推計調査）
（H26旧挾間町は由布市独自統計）

■大分市・由布市の人口の推移■対象地域の状況

■横瀬地区の沿線状況 至 大分市街地

富士見が丘団地
・約3,200世帯
・約8,000人

緑が丘団地
・約1,600世帯
・約4,000人

至

由
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由布市
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19.7% 32.4% 11.8% 21.9%
2.8%

11.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出勤・登校 帰宅 買物・食事等 業務 観光 その他

２

○大分市と由布市では、世帯あたりの自動車保有台数が全国平均を大きく上回る状況。
〇大分市～由布市間の主たる利用目的である通勤・通学の交通手段のうち、約7割を自動車・バス

が占めており、自動車類への依存が高い状況。

資料：H22国勢調査

対象地域の状況

３．生活

■通勤通学時の利用交通手段

■利用目的（大分市⇔由布市）

資料：道路交通センサスOD（H22）

通勤・通学交通が
約5割

■世帯あたりの自動車保有台数（H22)

資料：平成7～22年国勢調査、大分運輸支局、
社団法人全国軽自動車協会連合会「市区町村別軽自動車車両数」
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〇横瀬地区周辺では、住宅団地、工場、商業施設など、開発が進んでおり、従業人口も大きく増加し
ている状況。

対象地域の状況

４．地域の特色

■横瀬地区沿線の状況

■横瀬地区周辺の従業人口

※大分市稙田地区と由布市挾間町を計上
※平成24年は、平成24年経済センサスと大分市統

計年鑑の町丁目別人口を基に独自に集計

資料：事業所・企業統計調査
13,862

18,060 21,110 21,175 23,336

3,749

5,065
5,842 5,290

5,995

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H3 H8 H13 H18 H24

由布市挾間町

大分市稙田地区

従
業

者
数

（人
）

17,611

23,125
26,952 26,465

29,331

従業人口
増加

6



対象地域の状況

５．交通特性

○大分市と由布市の自動車流動（3.2万台/日）は、都市圏で２番目に多く関連性が強い。
〇断面交通の約６割が国道210号を利用し、そのうち約７割が横瀬地区の関連交通。
〇横瀬地区を通過する交通の多くは20㎞未満の短トリップ交通であり、一部100kmを超える長トリップ

交通も確認できるが、主たる交通は地域内の生活道路として利用されている。

※H22道路交通センサスの現況OD調査結果を基に算出

■A-A断面交通量の内訳 ■国道210号利用交通の発着地
（A-A断面交通量：374百台/日の路線内訳) （国道210号断面交通量：239百台/日の発着地別内訳)

資料：大分道：H22道路交通センサス
国道210号：H25観測値

発着地別

利用内訳

大分市

（横瀬）内々

18.9％

その他

10.9％

大分市(その他)

由布市

19.1％

⇔

大分市(横瀬)

大分市(その他)

30.5％

⇔

大分市(横瀬)

由布市

20.6％

⇔

約７割が

横瀬地区関連交通

国道210号

239百台/日

（64％）

大分自動車道

135百台/日

（36％） 自動車

類計

約６割が

国道210号を利用
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■自動車交通流動量

大分市との交通流動量(H22道路交通センサスOD)
単位：台/日

〇市
〇万人 居住人口（平成22年国勢調査）

資料：道路交通センサスOD（H22）
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)
■A-A断面距離帯別交通量

※H22道路センサスの現況OD調査結果を基に算出

国道210号は
短トリップが多い

（平均 19km）
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九州地方整備局
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２．一般国道２１０号横瀬拡幅の概要



・事業名：一般国道210号 横瀬拡幅

・区間：大分県大分市大字横瀬～大分県大分市大字横瀬
・延長：1.5km ・車線数：4車線 ・計画交通量：約23,600台/日 ・全体事業費：約46億円

一般国道２１０号横瀬拡幅の概要

【計画概要】

・H16.2：都市計画決定

【事業の経緯】

おお いた おお いた おお あざ よこ せ おお いた おお いた おお あざ よこ せ

【平面図】 【標準横断図】

現道拡幅断面

（単位：ｍ）

1.00
0.25

4.00

3.253.25 0.50
0.25

23.00

3.00
0.50

7.00 1.00

1.00
4.00

3.25 3.25 3.00
0.50

7.00
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九州地方整備局

３．一般国道２１０号横瀬拡幅の
課題と整備効果



２一般国道２１０号横瀬拡幅の課題と整備効果

１．交通渋滞の解消

【課 題】
●横瀬地区は、国道210号の2車線区間の中で最も混雑度（1.83）が高い。
●近年の周辺地域の開発や大型団地の影響により、更なる渋滞悪化が懸念。
●企業立地が活発で、更なる工業用地の分譲や企業誘致計画が予定されているが、交通渋滞の悪化が

活発化する企業活動の阻害要因となることが懸念。

【 凡 例 】

：朝に混雑 ：終日混雑

（注）混雑：平均時速20km/h以下（H27.4月～5月の平日データ）

延長 ：

0 ～ 200m 1km

：主要渋滞箇所（H24）

：夕方に混雑

はさま工業用地
約3.4万㎡
（H26分譲）

菓子工場（H6)

下横瀬

緑ヶ丘団地東入口

緑ヶ丘団地入口

木上

商業施設
（H11)

交通量：16,749台/日
混雑度：1.28

交通量：23,909台/日
混雑度：1.83

交通量：26,107台/日
混雑度：0.54

至

由
布
市
庄
内
町

Ｈ24.11開通

挾間・鬼崎地区 ２車線 田原拡幅 ４車線 木上拡幅 ４車線

緑が丘団地
約1,600世帯
約4,000人

（S56年完成）

富士見が丘団地
約3,200世帯
約8,000人

（Ｈ６年完成）

至

大
分
市
街
地

写真①

交通量：37,994台/日
混雑度：1.23

Ｈ8.8開通

富士見ヶ丘団地入口

精密機械工場
（H2、H12）

精密機械
工場(H27)

鶴田地区
工場集積地

機械工場(H6)

大型ショッピングモール
（Ｈ１２～Ｈ２１）

ｻﾆｰﾀｳﾝ
松ヶ丘

萌葱台

上宗方
ﾆｭｰﾀｳﾝ

大分市稙田地区

由布市挾間町

至大分市街地

至由布市

写真① 国道210号の渋滞状況

【整備効果】
○４車線化により交通渋滞の解消や所要時間の短縮が図られ、企業活動の阻害要因が軽減。

■横瀬地区周辺の状況

1.83

0.83

現況
（2車線）

整備後
（4車線）

約５割減少
混雑解消

■混雑度の変化

18.6 0.62

現況
（2車線）

整備後
（4車線）

40

60

20

0

50.0
約30㎞/h

上昇

■旅行速度の変化
(km/h)

写真②

写真② 国道210号の渋滞状況
※現況：

混雑時プローブデータ
(H27.4～5 8時台
月平均上り方向速度)

至大分市街地

至由布市

11
※所要時間は、木上交差点⇒緑ヶ丘団地東入口交差点間で算出

現況は混雑時のプローブデータ(H27.4月～5月8時台 平日平均速度)

緑
ヶ
丘
団
地
東
入
口
交
差
点

木
上
交
差
点

約7分

約5分

約２分短縮

現況

整備後

■所要時間の変化
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２一般国道２１０号横瀬拡幅の課題と整備効果

１．交通渋滞の解消（地域産業の支援）
【課 題】
●国道210号は、日本有数の林業地である日田地域から大分港（木材輸出量全国第6位）までの木材運搬

ルートであり、近年、東アジアの需要増により、木材輸出量が大幅に増加。
●横瀬地区の渋滞を避けるため、早朝輸送などで対応、更なる需要の増加によりドライバーへの負担増や

コスト増が懸念。

至由布市

至大分市内

写真 木材の運搬状況

【整備効果】
○4車線化による渋滞解消により、大分県西部の木材の安定供給と輸出の促進を支援し、地域産業の発

展に寄与。

■木材の運搬ルート

L＝1.5㎞

（大在ふ頭）

中国
韓国
台湾

国道210号沿線で

県全体の約５割生産

資料：大分県林産振興課

日田市
26％

佐伯市
30％

玖珠町
6％

九重町
7％

由布市
7％

その他
26％
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輸出量（㎥）

輸出額（百万円）

出典：財務省
貿易統計

■大分港からの木材輸出量・輸出額

輸出量が

大幅増加

（百万円）（㎥）

■市町村別素材生産量(H25)

大分港の木材輸出量

全国第6位

■港湾別木材輸出量ランキング

出典：財務省貿易統計
（H27.1～7） 12



２一般国道２１０号横瀬拡幅の課題と整備効果

１．交通渋滞の解消（通勤交通の円滑化）

【課 題】
●大分市から由布市への通勤・通学者数は、約７割増加（ここ20年で約1,700人増） 。
●沿線周辺の大型団地の世帯数増加により、団地から国道２１０号への交通流入交差点での更なる渋滞

悪化が懸念。

【 凡 例 】

：朝に混雑 ：終日混雑

（注）混雑：平均時速20km/h以下（H27.4月～5月の平日データ）

延長 ：

0 ～ 200m 1km

：主要渋滞箇所（H24）

：夕方に混雑

菓子工場（H6)

下横瀬

緑ヶ丘団地東入口

緑ヶ丘団地入口

木上

商業施設
（H11)

至

由
布
市
庄
内
町

Ｈ24.11開通

挾間・鬼崎地区 ２車線

田原拡幅 ４車線

緑が丘団地

至

大
分
市
街
地

富士見ヶ丘団地入口

精密機械工場
（H2、H12）

精密機械
工場(H27)

機械工場(H6)

由布市挾間町

【整備効果】
○交通容量の増加により、通勤時の交通渋滞が解消。

■横瀬地区沿線の住宅団地状況

富士見ヶ丘
団地入口 木上

下横瀬

緑ヶ丘団地
東入口

至
由
布

至富士見ヶ丘団地

至賀来

緑ヶ丘団地
入口

至富士見ヶ丘団地
至緑ヶ丘団地至緑ヶ丘団地

主要渋滞箇所

210

26,107台/日
（混雑度0.54）

23,909台/日
（混雑度1.83）

16,749台/日
（混雑度1.28）

■大分市から由布市への通勤・通学者数

資料：国勢調査

2344

3456
4078
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（人
）

約７割増加

（約1,700人増）

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所

富士見が丘団地
約3,200世帯、約8,000人

（Ｈ６年完成）

緑が丘団地
約1,600世帯、約4,000人

（S56年完成）

富士見が丘団地

■横瀬地区の住宅団地世帯数

資料：大分市ホームページ

2,923 3,009 3,054 3,101 3,154

1,500 1,541 1,571 1,592 1,603

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H19 H21 H23 H25 H27

緑ヶ丘団地 富士見ヶ丘団地

4,423 4,550 4,625 4,693 4,757

年々
増加

（世帯）

至
大
分
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街
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団地からの流

入交通が多い

交差点
団地からの大

分市街地方面

への流入交通
が多い交差点
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２一般国道２１０号横瀬拡幅の課題と整備効果

２．交通事故の減少による安全性の向上

【課 題】
●死傷事故率は、最大で九州直轄国道平均の約３倍と高く、区間平均も上回る。
●渋滞が要因の追突事故が６割以上と多い。
●ほぼ全線に渡り片側が歩道未整備であり、路肩も狭く 大型車通行時には歩行者等が危険な状況。

【整備効果】
○渋滞解消による追突事故の減少、歩行空間の確保による道路利用者の安全性が向上。

至 由布市

富士見ヶ丘団地入口

下横瀬

緑ヶ丘団地東入口

至

大
分
市
街
地

写真①写真②

木上

【凡 例】

歩道未整備区間

富士見ヶ丘団地
緑ヶ丘団地

九州直轄国道 平均88.5件/億台㌔

対象区間（横瀬地区）平均99.0件/億台㌔

九州平均の

約３倍

資料：交通事故統合データベース
（H22～H25）

■対象区間の死傷事故率

区間平均が

九州平均を超過

資料：交通事故統合データベース（H22～H25）

63%
10%

15%

2% 5% 5%
追突

右左折時

出会頭

車両単独

正面衝突

その他

追突事故

約６割

■対象区間の事故類型

２車線
（現況）

４車線
（整備後）

約３割
削減

※整備前：交通事故統合データベース（H22～H25)
に基づく区間平均値

整備後：人身事故算定式に基づき算出

■死傷事故率の変化

写真① 歩道未整備区間

至大分市街地

至由布市歩行者を避ける大型車

写真② 路肩狭小箇所

大型車すれ違い状況（バス停周辺）

14



一般国道２１０号横瀬拡幅の課題と整備効果

３．大分自動車道通行止め時の代替性

写真 大分道通行止時の

国道210号状況

至大分市街地

至由布市

迂回交通の集中による混雑

資料:由布市観光動態調査

392 389 397386
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日帰り客数 宿泊者数

(年次)

観光客数（万人/年）

316 317 315
321
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32分
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88分
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100.0

①通常時

（大分道）

②通常時

（２１０号）

③大分道通行止時

（２１０号）

④大分道通行止時

（２１０号）：GW期間

（分）

湯布院IC～大分光吉IC

資料：
①規制速度で算出
②ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（H27.4～7 平日 11時）
③ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（H27.4～7の通行止時平均11時）
④ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（H27.4.30 11時、5.3 18時の平均）

観光シーズンの
大分道通行止時

の所要時間

通常時の約３倍
５６分の時間ロス

■大分自動車道通行止時の所要時間

例年約400万人の
観光客が来訪

【課 題】
●大分道は災害・悪天候関連の通行止め時間が全国１位で、国道210号は大分道通行止め時の迂回路と

なるため、物流や生活面で大きく影響。
●国道210号は大分市～湯布院を結ぶ主要な観光ルートであるが、ゴールデンウィークの大分道通行止め

時には通常時の３倍の時間を要し、地元自治体が位置付けている回遊型観光ルートとして信頼性が低
い状況。

【整備効果】
○大分自動車道の代替路線としての機能を強化し、湯布院と大分を結ぶ回遊型観光を支援。

■大分自動車道の通行止状況 ■由布市観光客数の推移

写真
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九州地方整備局

４．費用便益分析結果



費用便益分析結果

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約66億円

約70億円走行経費減少便益 約3.0億円

交通事故減少便益 約1.5億円

事 業 費

事業費

改良費 約12億円

約46億円
（約32億円）

約59億円
（約35億円）

橋梁・トンネル・IC費 約1億円

その他工事費 約11億円

用地補償費 約22億円

維持管理費
約13億円

（約3.5億円）

70億円
2.0＝

※現在価値化後

※上段：単純合計（税込）
下段：現在価値化後 35億円

[ ]書き上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

合 計

合 計
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５．とりまとめ
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対応方針(案)

○一般国道210号横瀬拡幅の新規事業化については、

妥当である。
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